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1.　明大意（p. 43, d16.［崔］p. 339）
『大乗四論玄義記』「仏性義」の「第一大意」の分析 （ 49 ）
2.　釈名（p. 45, a15.［崔］p. 339）
3.　辨体相（p. 43, d16-17.［崔］p. 347）
4.　広料簡（p. 49, d7.［崔］p. 359）
4.1　辨宗途（p. 49, d10.［崔］p. 359）
4.2　明証中道為仏性体（p. 53, c17.［崔］p. 373）
4.3　論尋経仏性名（p. 56, a1.［崔］p. 381）
4.4　明本始有義（p. 56, b11.［崔］p. 385）
4.5　辨内外有無（p. 57, c14.［崔］p. 390）
4.6　論見不見仏性（p. 59, b9.［崔］p. 395）
4.7　料簡（p. 60, d11.［崔］p. 401）











































三巻勧学品云，不以方便行六波羅蜜）」（p. 11, a2.［崔］p. 303）とある通りで
ある。実際にこの引用は，『大品般若経』巻第一，序品，「菩薩摩訶薩は，不
住というあり方によって，般若波羅蜜の中に住し，何ものも捨てないという
















































































































源本浄義也。（p. 44, a18-b5.［崔］p. 340）
とある。理の外に存在する衆生が源＝理の内部に入り，本来の清浄性を回復






















































『大乗四論玄義記』「仏性義」の「第一大意」の分析 （ 57 ）
十方三世諸仏由此而成仏，故言源本。欲令一切衆生因悟仏性皆成仏，故





































































































































































『大乗四論玄義記』「仏性義」の「第一大意」の分析 （ 63 ）
































































































１）伊藤隆寿「四論玄義の仏性説」（『印度学仏教学研究』21-1, 1972. 12, pp. 327-329），同，
「四論玄義仏性義の考察」（『駒澤大学仏教学部研究紀要』31, 1973. 3, pp. 325-336）を
参照。
２）巻第八の冒頭には，文章の脱落があると推定されている。また，巻第七の末尾の












『大乗四論玄義記』「仏性義」の「第一大意」の分析 （ 67 ）



















宗也。」（『大日本続蔵経』 1:38, p. 22, a13-16）を参照。
11）「章」は，『四論玄義』の引用にある「彰」に通じる。
12）「『大乗四論玄義記』の研究序説─自己の基本的立場の表明」（『불교학리뷰』５，








亦字非字非字非非字。」（T12, no. 375, p. 770, b20-25）を参照。
14）「大経梵行品云，有所得者，生死二十五有。無所得者，名大涅槃也。」（p. 44, a8-9.［崔］
p. 339）とある。原文は，『南本涅槃経』巻第十五，梵行品，「有所得者，名二十五有。
菩薩永断二十五有，得大涅槃。是故菩薩名無所得。」（T12, no. 375, p. 706, c14-16）を
参照。







375, p. 650, a3-5），『仁王般若経』巻第一，二諦品，「菩薩未成仏時，以菩提為煩悩。菩
薩成仏時，以煩悩為菩提。」（T08, no. 245, p. 829, b5-6），『中論』巻第四，観涅槃品，「涅
槃之実際　及与世間際　如是二際者　無毫釐差別」（T30, no. 1564, p. 36, a10-11）を
参照。
19）原文は，『南本涅槃経』巻第二十五，師子吼菩薩品，「凡有心者，定当得成阿耨多
羅三藐三菩提。」（T12, no. 375, p. 769, a20-21）を参照。
20）原文は，『仁王般若経』巻第二，受持品，「大王。是般若波羅蜜，是諸仏菩薩一切
衆生心識之神本也。」（T08, no. 245, p. 832, c23-24）を参照。
21）『四論玄義』巻第八に，「故知有生滅無常有依有得，悉為理外。無生滅無依無得，













本続蔵経』1:38, p. 21, c7-11）と，類似の文が見られる。
23）四時教判は，『法華玄義』巻第十，「就漸更判四時教。即荘厳旻師所用。三時不異前。









『大乗四論玄義記』「仏性義」の「第一大意」の分析 （ 69 ）
no. 262, p. 7, a21-28）を参照。
26）たとえば，吉蔵『法華玄論』巻第一，「仏知見者，謂仏性之異名。衆生本有知見，
為煩悩覆故，不清浄。法華教起，為開衆生有仏知見。此即是仏性義。若無仏性者，
教何所開耶。」（T34, no. 1720, p. 367, a26-29），同，巻第五，「問。云何名仏知見。答。
此是波若仏性之異名，正法涅槃之別目。」（同前，p.403, c22-24）などを参照。
27）「蔵公開為八種，故説於仏性。」（p. 44, b15.［崔］p. 340）を参照。
28）この点については，拙稿「『大乗四論玄義記』の研究序説─自己の基本的立場の表



















29）引用は，p. 44, b16-d7.［崔］pp. 340-342 を参照。本文には，一々出典を記さない。
30）吉蔵『法華義疏』巻第一，「六就四智門釈者，初両句釈我生已尽，逮得已利釈梵行




至無我者即是生死，我者謂大涅槃。」（T12, no. 375, p. 767, c21-23）を参照。また，『大
乗玄論』巻第一，「問。若爾者，涅槃経明，空者二十五有，不空者大涅槃。以空為世
諦，以妙有不空為第一義諦耶。答。此対三修比丘昔日灰身滅智，為無余涅槃。今日





不浄，是顛倒法。有如是等四顛倒法。是人不知正修諸法。」（T12, no. 375, p. 617, a25-
b2）を参照。また，『大乘玄論』巻第三，「何等是三修比丘耶。答。三修者，一常無常。
二苦楽。三我無我。常者凝然也。無常者遷流。楽者怡愈。苦者逼悩。我者性実。無



























功徳者，信至果仏性。」（T31, no. 1595, p. 200, c21-24）に基づく。また，『四論玄義』
巻第七，「第九地論師云，第八無沒識為正因体。第十摂論師云，第九無垢識為正因体。
故彼両師云，従凡至仏，同以自性清浄心為正因仏性体。故彼云，自性住仏性，引出
仏性，得果仏性也。」（p. 47, a6-10.［崔］p. 349）を参照。
40）「或下有可類摂」は難解である。吉村氏は「『摂』，誤字の可能性もある。龍本は『勝』
『大乗四論玄義記』「仏性義」の「第一大意」の分析 （ 71 ）
か。その場合，『勝に類すべき有り』と読むか」と注している。もし文字に誤りがな
ければ，「類摂」は『大方広仏華厳経随疏演義鈔』巻第八十八に見られる「余縦不尽，














非非有非非無，是故衆生是仏。」（T26, no. 1527, p. 277, c29-p. 278, a3）を参照。ただし，
『四論玄義』巻第八には，「仏」を「仏性」に変えて引用している。「涅槃論云，衆生
內有仏性非蜜（「密」の誤り。以下同じ），外有仏性亦非蜜，亦有亦無非蜜，非非有
非非無亦非蜜。衆生是仏是蜜也。」（p. 59, a7-9.［崔］pp. 394-395）を参照。
45）前注 42を参照。
46）『四論玄義』巻第十に「中論云，亦仮亦中也。」（p. 94, b7. ［崔］p. 533）とあるよう
に，『四論玄義』には，「亦仮亦中」という表現がしばしば出る。言うまでもなく，『中
論』巻第四，観四諦品，「衆因縁生法　我説即是無　亦為是仮名　　亦是中道義」（T30, 
no. 1564, p. 33, b11-12）の引用である。本文の「是仮亦中」も，この『中論』を踏ま
えた表現であろう。
47）東アジア仏教研究会・第十回年次大会（2011 年 12 月 2日，駒澤大学）において，
本稿を発表した際，前川健一氏から漢文の句読に関する提案があり，発表時の拙訳
の「虚妄の惑の中に真如の性があるようなものではないのである」を本文のように
改めた。記して感謝の意を表する。
［キーワード］『大乗四論玄義記』，慧均，法朗，吉蔵，「仏性義」，無依無得
［追記］本研究は，科学研究補助金「基盤研究（C）23520069」による研究成
果の一部である。
